
かなえたい夢がある。挑戦が未来を創っていく
曽於高校は平成 26年 4月に開校します

◎
冬
服

◎
夏
服

笑
顔
輝
き　

夢
か
な
う

曽
於
高
校
は

曽
於
高
校
は

君
た
ち
を
待
っ
て
い
ま
す

君
た
ち
を
待
っ
て
い
ま
す
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文
理
科
は
、
普
通
教
科
を
専
門
的
に
よ
り
深

く
学
ぶ
、
県
内
の
公
立
高
校
で
は
初
め
て
の

進
学
に
特
化
し
た
学
科
で
す
。
専
門
科
目
と

し
て
「
理
数
数
学
」、「
理
数
数
学
特
論
」、「
総

合
英
語
」、「
英
語
理
解
」、「
異
文
化
理
解
」

な
ど
が
学
べ
ま
す
。

文 

理 

科　
定
員
定
員
4040
人
１
学
級

人
１
学
級

国
公
立
大
学
や
難
関
私
立
大
学
へ
の
進

学
を
目
指
そ
う

曽於高校は
あなたのニーズにこたえます

　県内で唯一、普通科・農業科・工業科・商
業科が設置されている高校です。5学科 11
コースに分かれて学習し、さらに学科を越え
た柔軟な科目選択もできるようにすること
で、生徒の多様な進路希望を実現します。

普
通
科
は
、
進
学
か
ら
就
職
ま
で
多
様
な
進

路
希
望
に
対
応
で
き
ま
す
。２
年
次
か
ら「
進

学
コ
ー
ス
」と「
キ
ャ
リ
ア
探
究
コ
ー
ス（
就

職
に
有
利
な
資
格
取
得
を
目
指
す
）」
に
分

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
希
望
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

普 

通 

科　
定
員
定
員
4040
人
１
学
級

人
１
学
級

進
学
？
就
職
？
じ
っ
く
り
考
え
た
い

そ
ん
な
あ
な
た
へ

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
基
礎
的
・
基
本
的
な
知

識
と
技
術
を
学
び
ま
す
。
１
年
次
か
ら
、
地

域
の
素
材
を
生
か
し
た
商
品
の
企
画
・
開
発

に
つ
い
て
学
ぶ
「
地
域
経
済
開
発
コ
ー
ス
」

と
、
高
度
な
会
計
知
識
に
つ
い
て
学
ぶ
「
会

計
コ
ー
ス
」
に
分
か
れ
、
よ
り
専
門
的
な
学

習
を
し
ま
す
。

商 

業 

科　
定
員
定
員
4040
人
１
学
級

人
１
学
級

ビ
ジ
ネ
ス
に
関
す
る
知
識
・
技
術
を

学
ぼ
う

畜
産
食
農
科
で
は
、
畜
産
、
食
品
製
造
、
栽

培
な
ど
に
関
す
る
基
礎
・
基
本
知
識
を
学
び

ま
す
。
２
年
次
か
ら
は「
畜
産
コ
ー
ス
」、「
食

品
コ
ー
ス
」、「
栽
培
コ
ー
ス
」
に
分
か
れ
、

よ
り
専
門
的
な
学
習
を
し
ま
す
。

畜
産
食
農
科　
定
員
定
員
4040
人
１
学
級

人
１
学
級

「
食
」
や
「
農
業
」
に
つ
い
て
興
味
が

あ
る
そ
ん
な
あ
な
た
に
は

機
械
や
電
気
の
知
識
、
技
術
を
身
に
つ
け
る

た
め
に
、
基
礎
か
ら
応
用
ま
で
実
習
を
と
お

し
て
学
び
ま
す
。
２
年
次
か
ら
は
、「
機
械

コ
ー
ス
」、「
電
子
機
械
コ
ー
ス
」
に
分
か
れ
、

よ
り
専
門
的
な
学
習
を
し
ま
す
。

機
械
電
子
科　
定
員
定
員
4040
人
１
学
級

人
１
学
級

も
の
づ
く
り
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を

目
指
す
あ
な
た
の
た
め
に
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制
服
等
の
購
入
を

補
助
し
ま
す

　

新
入
生
の
制
服
等
の
購
入
に
当
た

り
、
制
服
一
式
に
係
る
購
入
費
の
二

分
の
一
以
内
の
額
で
、
三
万
円
を
限

度
と
し
て
補
助
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
入
学
時

一
回
の
購
入
に
限
り

ま
す
。

中
学
校
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
を
活
用
し
ま
す

　

通
学
距
離
が
片
道
七
㌔
以
上
の
生

徒
に
対
し
て
、
中
学
校
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
利
用
を
認
め
ま
す
。
利
用
料
は

無
料
で
す
。

遠
距
離
通
学
費
を

補
助
し
ま
す

　

通
学
距
離
が
片
道
七
㌔
以
上
で
、

公
共
交
通
機
関
並
び
に
曽
於
市
思
い

曽
於
市
は
曽
於
高
校
で
学
ぶ

あ
な
た
を
応
援
し
ま
す

　

曽
於
市
で
は
、
本
市
教
育
の
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
曽
於
高
校
及
び
在

学
生
に
対
し
て
、
総
合
的
な
支
援
を
行
い
ま
す
。や

り
バ
ス
及
び
思
い
や
り
タ
ク
シ
ー

を
利
用
す
る
生
徒
に
対

し
て
、
定
期
券
又
は
回

数
券
購
入
費
の
三
分
の

一
以
内
の
額
を
補
助
し

ま
す
。

資
格
の
取
得
を応

援
し
ま
す

　

校
長
が
選
定
し
、
教
育
委
員
会
が

認
定
し
た
検
定
・
資
格
取
得
試
験
に

合
格
し
た
生
徒
に
対

し
て
、
受
験
料
の
二

分
の
一
以
内
の
額
を

補
助
し
ま
す
。

大
学
進
学
時
に
は

祝
金
を
贈
り
ま
す

　

高
校
3
年
次
で
、
成
績
値
が
5
段

階
評
価
で
4
以
上
の
生
徒
、
芸
術
又

は
ス
ポ
ー
ツ
部
門
で
著
し
い
成
績
を

収
め
た
生
徒
が
、
四
年
制
大
学
等
に

進
学
す
る
際
に
は
、
お
祝
い
金
を
贈

呈
し
ま
す
。

※ 

校
長
が
推
薦
す

る
生
徒
に
限
り

ま
す
。

部
活
動
を
応
援
し
ま
す

　

部
活
動
の
活
動
費
や
施
設
備
品
購

入
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

ま
た
、
九
州
大
会

や
全
国
大
会
に
出
場

し
た
際
に
は
、
大
会

出
場
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

夢
実
現
チ
ャ
レ
ン
ジ

支
援
事
業

　

進
路
指
導
等
の
研
修
事
業
又
は
外

部
講
師
の
招
へ
い
に
係
る
講
師
謝
金

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

そ
の
他
、
曽
於
高
校
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
及
び
地
域
振
興
の
た
め
様
々

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎
０
９
９
‐
４
８
２
‐
５
９
５
６
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

末吉高校住
すみ

之
の え

江同窓会

会長　吉
よ し な が

永　辰
た つ み

美さん
　同窓会の会長として、母
校が無くなることは残念で
すが、曽於高校には単な
る 3校の統合で終わらない
で欲しいです。高いレベル
の学力や技術を身につけら
れ、「曽於高校に行きたい」
と皆が思えるような学校に
なって欲しいです。

わ
た
し
た
ち
も
応
援
し
ま
す
！

マトヤ技研工業株式会社

代表取締役 益
ま す ど め

留 福
ふ く い ち

一さん
　私自身、海外の企業と取
引を行なう際、英語力の必
要性を痛感させられます。
曽於高校では、グローバル
化する社会に対応できる人
材の育成を期待します。当
社は、インターンシップの
受け入れなどで曽於高校を
サポートします。
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今
年
の
4
月
に
曽
於
高
校
の
初
代

校
長
に
就
任
し
た
長
佳
文
校
長
。
新

設
高
校
の
校
長
と
し
て
、
周
囲
か
ら

の
期
待
は
大
き
い
。
校
長
と
し
て
、

ど
の
よ
う
な
学
校
づ
く
り
を
し
て
い

き
た
い
の
か
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

曽
於
高
校
の
校
長
就
任
が
決
ま
っ

た
と
き
は
ど
の
よ
う
な
お
気
持
ち
で

し
た
か
。

　

初
め
て
の
校
長
、
し
か
も
新
設
高

校
と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。

　

確
か
に
、地
元
の
期
待
を
思
う
と
、

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
は
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
こ
の
よ
う
な
経
験
は
誰
で
も
で

き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の

高
校
で
は
で
き
な
い
経
験
を
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
の
で
、
大
き
な
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

曽
於
高
校
の
特
徴
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　

曽
於
高
校
は
、
県
内
の
公
立
高
校

で
は
初
め
て
の
進
学
に
特
化
し
た
文

理
科
が
あ
り
、
県
内
で
唯
一
、
普
通

科
、
農
業
科
、
工
業
科
、
商
業
科
が

設
置
さ
れ
て
い
る
高
校
で
す
。
5
学

科
11
コ
ー
ス
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
あ
る

教
育
内
容
と
、
質
の
高
い
授
業
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
夢
実
現
に

向
け
て
様
々
な
お
手
伝
い
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
異
な
る
学
科
の
生
徒
が
ふ

れ
あ
う
機
会
が
多
く
あ
り
ま
す
。
目

的
意
識
や
価
値
観
が
異
な
る
生
徒
た

ち
が
共
に
高
校
生
活
を
過
ご
す
中

で
、
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
自
己

実
現
を
図
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。

　

少
子
化
に
伴
い
、
県
内
で
も
定
員

割
れ
を
す
る
高
校
が
多
く
あ
り
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
曽
於
高
校

が
ア
ピ
ー
ル
す
る
も
の
と
は
。

　

曽
於
の
子
ど
も
た
ち
は
、
曽
於
高

校
が
責
任
を
持
っ
て
育
て
ま
す
。
た

だ
、
曽
於
高
校
に
は
、
高
校
と
し
て

の
実
績
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

曽
於
高
校
は
、
こ
れ
か
ら
歴
史
と

伝
統
を
創
る
高
校
で
す
。
実
は
、
校

歌
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、

第
一
期
生
に
作
詞
作
曲
を
し
て
も
ら

う
た
め
で
す
。
学
校
の
歴
史
を
生
徒

自
身
の
手
で
作
り
上
げ
て
い
く
。
他

の
高
校
で
は
、
決
し
て
経
験
で
き
な

い
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、
市
か
ら
の
支
援
（
右
ペ
ー

ジ
参
照
）
も
大
き
い
で
す
。
制
服
購

入
の
補
助
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
活

用
、
資
格
取
得
の
補
助
な
ど
、
他
の

県
立
高
校
で
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

市
か
ら
の
期
待
の
大
き
さ
を
感
じ
ま

す
。
生
徒
た
ち
に
は
大
い
に
活
用
し

曽
於
高
校
校
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

曽
於
高
校
の
歴
史
と
伝
統
を

共
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う

て
も
ら
い
、
期
待
に
応
え
る
よ
う
な

活
躍
を
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

　
「
地
域
に
根
ざ
し
た
教
育
活
動
の

展
開
」を
学
校
像
と
し
て
い
ま
す
が
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
、
地
元
の

有
識
者
等
を
招
い
て
の
講
演
会
を
行

い
ま
す
。

　
「
も
の
づ
く
り
」「
商
品
開
発
」
を

活
か
し
、
地
域
と
連
携
し
た
教
育
活

動
を
行
う
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
、
商
店
街
の
空
き
店
舗

を
活
用
し
て「
曽
於
高
校
デ
パ
ー
ト
」

が
作
れ
た
ら
良
い
で
す
ね
。
地
域
に

愛
さ
れ
る
魅
力
あ
る
高
校
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

　

受
検
生
へ
一
言

　

夢
を
持
っ
て
一
所
懸
命
が
ん
ば
る

一
期
生
を
待
っ
て
い
ま
す
。

　

曽
於
高
校
の
第
一
期
生
と
し
て
、

笑
顔
輝
き
夢
か
な
う
曽
於
高
校
の
歴

史
と
伝
統
を
共
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

長　佳文（おさ  よしふみ）
薩摩川内市出身。
平成 25 年 4月曽於高校校長就任。
上町地区を散歩するのが日課。
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